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抄録：本稿は、第二次世界大戦下の平野村（現蓮田市）において展開された幼児の集団疎開の実相を、当時の関係者による
聞き取り調査をもとに、疎開保育を受け入れた側の関係者から検討するものである。調査結果より、妙樂寺を精神的支柱に、
檀家総代表の石井氏を食料や住環境を整備し維持する物質的支柱とした構造が明らかとなった。地域組織と疎開保育園の
関係構造は、農繁期託児所や巡回医療相談を地域に開放したなかで、疎開保育組織と村民との互助相補の関係が創出されて
いったことも明らかとなった。受け入れ地域の個々人の心的レベルでの関係構造は、疎開保育所への食料供出や、疎開園児
や保姆と村人との文化差異、寺をめぐる住職一家の配慮など、複層的に当事者の間に葛藤を生じさせていたという証言も
得られた。一方で、疎開保育の記憶の聞き取り調査の機会を、現平野村住民達と共有したことにより、これまで当地で語り
継がれてこなかった疎開保育の歴史を、郷土の歴史としてとらえようとする機運が住民たちの中に起こった。その過程か
らは、①戦後74年という時間、②第三者介入という契機、③関係者たちの世代交代、という条件がもたらす歴史認識の変容
を看た。戦争の心的被害は、可視化できない分だけ根強く深いということが明らかとなった。
（別刷請求先：西脇二葉）
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緒言
2019年2月22日に「あの日のオルガン」が公開された。
幼児集団疎開の歴史を基にしたこの映画の舞台は、蓮田市
である。この映画公開を契機に、疎開保育園の受け入れ先
であった蓮田では、映画上映を支える市民の会が発足した。
筆者はこの映画に資料協力者として関係した縁で、当会員
との交流を図ってきた。今日までの1年余りの期間にわ
たって、従来の疎開保育の研究が明らかにすることができ
なかった、受け入れ先地域の視点からの検討を可能とする
記録と記憶の蒐集が進展した。そこで、本稿では新たに発
掘されたこれら史資料を基に、受け入れ先地域の視点から
疎開保育の実態に迫るものとする。
研究対象と方法
今回の聞き取り調査は、図1に示す「映画を支える蓮田
市民の会（以下「支える会」と略）」の活動過程で聴取され
た疎開関係者への聞き取り内容であり、その成果として、
『平野村農繁期託児所日誌』の発掘と『疎開保育園児の親と
保姆との書簡』の寄贈があげられる。戦時下の史資料不足
には、聞き取り調査による補完的作業が有効であると考え
るが、記憶の信ぴょう性を問うことが難しい状況にある現
在、それらを直接の考証資料として使用することはできな
いことは自明である。
しかしながら、本稿ではこれまでの幼児集団疎開保育史
の考証が保姆の保育実践思想（大石, 2017）や保育実践内容
に焦点を当ててきたものの（西脇, 2008）、地域の人々の受
け止め方については言及されてこなかったことに鑑みて、
戦時下保育史の空白を埋めるべく、これら聞き取り調査内
容を記録として残すことを重視した注1）。手続きとしては、
2018年11月～2019年11月までの期間、疎開保育に関する
関係者への聞き取り調査の意義を説明し、同意を得た上で、
電話、面談、座談会の方法による聞き取り調査を行った。
面談による聞き取り調査内容は、全て口述記録化したうえ
でUSB保存した。なお，本研究調査は，東京福祉大学の
研究倫理審査を経た上で倫理規定に則って行なった（承認
番号；2019-04）。
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結果・考察
1）平野村の地域特性に関するもの
東京都政に先駆けて1944年11月25日から1945年11
月22日まで運営された愛育隣保館、戸越保育所の合同疎開
保育園は、愛育会常務理事の今宿次雄を保育園長として、
保育指導者として森脇要（応召される1945年3月まで）、
三木安正（海軍技術研究所転属まで）、山下俊郎（閉所まで）
が担当し、保健指導者として、内藤寿七郎、宇留野勝正が
担当。心理と保健の1名ずつのペアで、週1回子どもの
心身の健康をチェックする訪問指導網を整備した。母親
にも疎開保育の連絡役を募り、面会時を利用した手伝い
や、東京への連絡掛としての役割を付与していた（森脇 , 
1985）。
図1．「支える会」組織図（*「支える会」事務局長島村氏情報提供・筆者作成）
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保姆は、愛育隣保館から鈴木とく、中村まさ、福知トシの
3保姆、戸越保育所からは、畑谷光代、山田久江、福光えみ
子、伊井澄子の4保姆、賄い婦として親子で疎開した鈴木
範子、補充要員として、鹿毛和子、新見久子、高瀬慶子。
このほかに愛育研究所から保健婦の毛利文子（家族の縁故
疎開に合流のため1945年3月まで）、栄養士の松本弥栄が
参加した。幼児53人に保育者が13名の70名の食料は、
平野村の5部落の供出に委ねられた。
平野村では、村長、村役場、農業会、妙樂寺の世話人が
疎開保育援護会を結成し、食料供出のシステムを構築した。
近隣の女子青年も、勤労動員として保育補助を行った
（森脇, 1985）。この組織を受け入れた平野村には、以下の
地域特性をみることができる。
JR高崎線の桶川駅から6.5キロほどの位置にある旧平野
村は、井沼（13.2）、上平野（14.0）、根金（12.0）、駒崎（10.5）、
高虫（14.0）の5部落から構成された村であり（カッコ内は、
国土地理院, 2019による海抜を指す）、この5部落が疎開保
育園への食料供出を担当した。高虫という珍しい地名の
由来であるが、平野村近辺の地域では今でも蛇のことを
虫（むし）と呼ぶ慣習がある。蓮田市には、お大蛇（だい
じゃ）、蛇（へび）といった名主や代官を意味する言葉や地
名が現在も残されているように（蓮田市教育委員会, 2000）、
部落一標高の高い地所にいる名主が部落全体を監視する
風土を、農民の意識が「高虫」として命名したものと思わ
れる。
1854年の高虫村宗門人別御改帳では、高虫村の戸数は
80軒とあり、そのうち 2軒が中心となって 1600年代に
建立されて以降の妙樂寺を、代々支えていたことが記され
ている（蓮田市教育委員会, 2001）。江戸幕府統治下では、
宝暦13年（1763）から嘉永元年（1848）までは佐倉藩領と
して、その後幕領となった高虫村は、近代以降、人口動態上
に大きな変化はない。疎開時の総戸数は100～130戸ほど
であり、あまり現在と変化がないことをみても、近世から
近代にかけても人口流出の少ない状況にある注2）。
近世の平野村の状況を記した蓮田市史には、高虫村には
賃貸借の類の書類が一枚もないことや、災害の被害も少な
く、大正期の関東大震災の際には、南埼玉郡全域で1,444棟
の倒壊・半壊の被害がでているものの、高虫地域（黒浜まで
含めて）は、全半壊0という状況も記録されている（蓮田市
教育委員会, 2000）。大正期に各地で勃発した米騒動も、
平野部落一帯では起こっていない。飢饉や震災、台風の影
響を受けない肥沃で安定した土壌の平野村は、安定した食
料を疎開園に供出し続ける可能性を見込める土地であった。
2）疎開先選定に関するもの
疎開保育責任者となった愛育隣保館主任保姆の鈴木と
くは、1944年11月10日に、妙樂寺の檀家3人との事前話
し合いの際、賃借の関係が文書で結ばれていないと檀家か
らの指摘を受けたことを愛育会本部に報告した。その後、
愛育会は、迅速に疎開に関する事項の書面化に努めた。
その際に交わされた妙樂寺の火災保険の証書が、図2であ
図2．「妙樂寺火災保険契約書」妙樂寺住職小島久昌氏所蔵
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る。「火災保険申込書」欄には、保険金額「金参萬円也」の
記載がある。当時の金額にして30,000円という破格の保険
が掛けられていた（1944年の愛育隣保館の保姆、保健婦の
月給は35円だった：『愛育隣保館1944年予算案』より）。
愛育会が、受け入れ先となる高虫の住民へ最大限に示す目
的に加え、恩賜財団の子どもたちという「赤子」を守るとい
う大義を、多額の金額によって村民へ知らしめようとした
関係者の意図もあったのではなかろうか注3）。高額の保険
料は、疎開保育園をめぐる村人の間に生じていた複雑な人
間関係を示唆する。
保険の対象範囲は、瓦葺の本堂1棟、庫裡1棟、観音堂1棟、
木造草葺平屋1棟と当時存在していた庫裡と住居棟を含む
寺内全ての建物であった。寺内の敷地にある建造物のすべ
ての利用の許可を示している。東京都が実施した幼児集団
疎開では、疎開場所として提供された寺院等に保険契約を
示す証書の類は、管見する限り見つかっていない。この証
書は、行政と恩賜財団との体制の異同や、行政と受け入れ
側との関係を捉える点で貴重な資料となろう。保険契約に
は、疎開事業の前例のない疎開事業をめぐる愛育会と疎開
先となった平野村との緊張した関係性をも裏付ける行為と
なる。掛け金は、全額愛育会負担となっており注4）、保険金
の受け取り主は、檀家総代三人のうちの一人鈴木嘉右エ門
となっている。
 平野村妙樂寺が疎開先に決定された経緯については、
疎開受け入れを許諾した妙樂寺住職の孫であり、現妙樂寺
の住職である小島久昌氏と浄念の姪にあたる横溝正子氏に
よる新たな証言が得られた注5）。浄念は、3人兄弟の末子に
生まれ、二人の兄と同様に住職の傍ら教員も務め、戦時中は
渋谷区の方面館長も務めていたという。この証言に基づき、
筆者が調査した結果、浄念は、愛国婦人会東京部長も務め、
社会事業家として活動していたことも判明した注6）。疎開
地の選定に関しては、これまで館長広瀬の功績とされてき
たものの、実際のところ判然としていなかった。広瀬は
「もと東京市で市民館が方面館時代に託児部のことに関係
しておられた」（鈴木, 1985）人物であり、小島氏の証言と
鈴木の記録によって方面館事業において愛育会と妙樂寺を
つなぐ接点が明らかとなった。
学童疎開地との重複を避け、かつ食料事情の良いところ
を第一候補として疎開先を探し続けた愛育会は、愛育隣保
館長広瀬興と妙樂寺住職の小島浄念氏との知己を頼りに、
受け入れの了承を得るに至ったという新たな補足説明が
得られた。さらに、浄念は、愛育研究所近くにあった本務
寺と平野村の兼務寺を往復しながらの住職業にあり、普段
の住居も東京赤坂の本務寺内にあったという。広瀬興も
また、東京府社会局員や地域医療活動で有名な賛育会病院
（本所区）の勤務経験を持つ社会事業家でもあった。疎開
時期には、麻布にあった愛育研究所と愛育隣保館を往復す
る生活を送っていた。そうした広瀬興と近在の寺の旧知
の間柄の小島浄念との知縁と地縁が、疎開地選定の経緯と
なる。
妙樂寺をめぐっては、もう一つ新たな証言が得られた注7）。
1945年5月以降の青山、渋谷一帯の空爆によって、住職
一家も妙樂寺に疎開したかったものの園児たちが使用して
いたため、浄念の妻方の実家の白岡の新井新田へ疎開した
という。戦後、一家は妙樂寺に居住しながら、浄念の妻は
平野小学校の教師を務めながら平野村にしばらく居住す
る。浄念の兄にあたる浄宝も平野村小学校訓導であったと
いう経歴も含め、縁の深い土地であったにも関わらず、
戦時中は疎開保育園のために自分たちの使用を遠慮したと
いう。1945年の2月25日に浄念が急逝した後は、浄念の
実兄の浄宝が、度々自転車で村人と疎開保育園の見回りに
出かけて行ったという注8）。高虫の食料事情も細る中、こう
した住職の責任感と思いやりが村人の気持ちを牽引し、
疎開保育園継続を可能としていた側面は大きかったと思わ
れる。
3）食料供出に関するもの
精神的な支柱としての住職の働きに加え、実際の食料を
確保する物資面の支柱となったのが、総代の石井耕作氏で
あった。11月初旬に正式な契約を交わし、その月末の25日
には疎開保育児と保姆が来ることになった。急な日程のな
かではあったが、石井氏の動きは速かった。疎開保育園用
の畑を用意し、さつま芋、大根を栽培し始めたという。
檀家総代としての責任の表明と、覚悟のある行動であった
と思う。
その行動に対する村人の態度は、強い反発というもので
あった。戦後になって石井氏が孫に語るところ、最初の
2，3か月は誰も協力してくれず、村八分だった、という冷遇
を経験する。耕作氏の妻からも、おじいさんが、家のこと
をやらず、園児のことばかり気にかけて大変だった、とい
う思い出話をよく聞かされたという注9）。
村人たちとの食料をめぐる葛藤は、1945年の3月にピー
クとなる。平野村疎開援護会という組織より、次第に個人
的な支えによって食料供出が移行されていく。鈴木とくの
著書にある疎開保育園のメモには、供出された野菜品目と
供出した個人名が記載されている（鈴木, 1990）。東京大空
襲の後、保育園児の数は、縁故疎開が進み親子で知縁を頼
りに疎開するケースが増え急速に減っていた。その反対
に、平野村の疎開者人口は増えていた注10）。東京から母の
実家のある平野村に避難してきた者や、向かいの家に何組
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かの疎開者がいたこと、自分の家にも二組の家族がいたこ
となどを証言する平野村住民は多い。都内から徒歩圏内で
避難可能な平野村には、おそらく多くの被災者が来たのだ
ろう。肥沃な土地とはいえ、労働人口の減少と疎開移住者
の増加を支える食料事情は切迫していた。
労働人口の減少と村民人口の増加に伴う食料事情の
緩和策として、栽培品種の変更がとられていた。従来
平野村で栽培していたサツマイモは「太白」という種類で
あったが、収穫率の高い「沖縄100号」という食味の悪い、
飼料用として栽培される芋に切り替えて、食料難を乗り
きろうとしたのである（蓮田市史, 2004）。従来種の太白
芋は大変収穫率が低く、そのため戦後はほとんど栽培され
ていない。
表に挙げた「市民の会」の調査によると、この太白は、
全国的に今現在入手困難な幻の芋という。隣県茨域の古河
市の例となるが「戦争末期、今日はサツマイモが支給され
ると聞いて駆けつけると、茨城1号とよばれ当時アルコー
ルをとるために創られた美味しくないサツマイモが配ら
れ、紫色をして甘くて美味しい太白は、菰（こも）を被せ、
別の場所に保管されていて一般人には配給されることはな
かった」（奈良 , 2018）ということである。
そのような中でも「耕作おじさん」という愛称で、子ど
もたちから慕われる存在となっていた妙樂寺総代の石井氏
は、太白芋を作り続け疎開園に提供し続けていた。我々は、
救荒作物としてサツマイモを連想しがちであるが、それは
戦時下での「沖縄100号」や「茨城1号」の配給の記憶がの
ちの人々への勘違いを引き起こしていたということであ
る。蓮田市史にも、芋どころとして有名な蓮田ではあるが
「救荒作物は後世につくられた伝説」（蓮田市教育委員会, 
2000）と指摘されている。
当時の食料事情を追体験しようという試みで、2019年
春から「市民の会」が現妙樂寺総代の石井正孝氏に依頼し、
芋問屋から特別に入手した100株の太白芋を当時の疎開
保育園用に使用した畑で栽培した。2019年11月の初旬、
同畑から100本の芋が収穫された。100株から実る100本
の芋という収穫率の低さの結果からは、手間を惜しまぬ当
時の総代の石井耕作氏の人柄を裏付けた。
愛育会側でも、村のお葬式などの行事に子どもも連れて
積極的に参加したことで、次第に村人との関係も近しいも
のとなり、手伝いや保育補助も得られるようになっていっ
た。村には、当時「よつかど」という雑貨、駄菓子を売る茶
店があって、たまに、保姆が園児にお金を持たせてあげて、
自由に買い食いをさせることもあった注11）。当時の村人の
生活拠点としての茶店（玉音放送も、保姆は村人とここで
聞く）に子どもや保姆が出入りすることで、子どもの様子
や村人との関係が徐々に構築されていったことを想像さ
せる。
4）農繁期託児所に関するもの
村人との関係性は徐々に信頼を築いていったが、平野村
の食料事情は子どもの学校の弁当にも反映される厳しさと
なっていた。当時小学校の1年生だった I・T氏は、同級生
から自分の卵焼き入りの弁当を盗まれた日をよく憶えてい
る注12）。縁故疎開で平野国民學校に転校してきた痩せた
Zちゃんが犯人と確信するも、Zちゃんなら良いかな、仕方
ないかな、と思った。帰宅後父親にその旨報告すると
「そんなんだから、盗まれるんだ。しっかりしろ。」と叱責
されたが、子ども心にもZちゃんの境遇を偲び、怒る気に
はならなかったという。
また、平野の子どもでも、お弁当の中身は常にサツマイ
モのみで、小学校3年生まで勉強はせずに、学校でトウモ
ロコシを作り供出作業に従事したという注13）。1945年3月
になると、保姆は毎日自転車で農業会に食料供出要請の陳
情に行く必要に迫られていた。
一方、村人との関わりにおいては、小学校への疎開園児
入学や、「よつかど」、保育補助員として村の女学生を確保
したことによって深まっていたが、疎開保育園の存在を部
落一帯に強く意識させたのは、愛育会の申し出により始
まった農繁期託児所であった。
前年より、平野村では平野国民学校の教員主導により
農繁期託児所は開設されていた。しかしながら、託児所保
育の方法は、「子守り保育」であり、愛育会側から見れば遅
れた方法であった。そこで、農繁期託児所は、一、日ごろの
御礼としての労働補助として、二、農村保育の改善、そして
三、疎開保育所への関心を農民から引き出すこと、の三つ
の目的を掲げて取り組まれた。
成功させるための準備にも余念がなかった。「家のある
場所も分り、第一日目に子ども達と保姆が、非常にちぐはぐ
な状態でいることがなかった」（鈴木, 1986）と記すように、
事前準備として家庭訪問を行い家族との交流をはかった。
次に、「疎開して七か月間の御礼と、これからも少しでも村
の人々のお寺の保育所への関心をよくしてもらいたいとい
う願い」（鈴木 , 1986）から、「農村の幼児を知る事、あきさせ
ずに面白く遊ばせる事、最小限の躾を行ふ事」（鈴木, 1986）
を保育に投影させた。
開設要綱を記した「農繁期保育所開始通知」には、保育
場所、保育時間が記され、申込書付きで各部落ごとに配布
された。根金（鎮守様）、駒崎（星久院）、井沼と上平野（学
校）、高虫（妙樂寺）の5部落4か所に分かれた農繁期託児所
は（カッコ内は、実施場所）、乳児（3歳以下の子）の預かり
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をめぐって村の見解との相違が生じ、高虫のみ愛育会運営、
その他は村運営のもとで開始された。受託時間も、村の託
児時間は8時から4時、愛育会は、農繁期保育の意味が半減
することを考慮し、6時から夕方6時とした注14）。
子どもの保育改善に向けて、担当保姆は、準備の段階か
ら担当家庭を訪問し、住環境と家族構成の把握に努めた。
農繁期託児所の運営によって、都会と農村の文化差異を
愛育会側は改めて痛感することになる。これまでの仕来り
を、農村では、大人も子どもも急には変えられないことを、
約半年の平野村の暮らしで理解はしていたものの、「保育
となると一途に乳幼児のために」（鈴木, 1986）と先走って
しまった結果、保育初日に保育が成立しない事態を招く。
学童の付き添いを前提にした村式の保育の撤廃が、相当に
無理であったことを先ず、最初に思い知る。
愛育会は、幼児と学童を分離して、学童にも個別に十分
な遊びの確保が必要とした保育内容を想定してしたが、
人見知りの激しい農村の子が、学童から離れることに激し
く抵抗を示したのである。そうした保育内容の詳細が、
「市民の会」によってその所蔵が確認された『平野村農繁期
託児所日誌』に明らかにされた。
農繁期託児所の保育は、疎開保育維持のためだけにとど
まらず、その目的を村の子どもの保育改善にも置かれてい
た。妙樂寺での保育を担当した福知の日誌には、「畠送り
を終えたとして小さな後姿を見送りつつ来る八日間顧みれ
ば一日として完全とした日をおくれなかったことに小さな
者達への悔がよみがへって来る……根金の子達よ幸多か
れ。そしてすこやかなれと泣きそうになりつつ歩みをかへ
す」（福知, 1945）と、愛着が形成された結果、惜別が「泣き
そう」（福知, 1945）なほどつらくなった心情が吐露されて
いる。
このような愛情のまなざしは、農作業中、授乳の為乳児
を母親の元に連れて来てくれたことへの感謝を込めて、
姑には内緒、と言いながら米一袋を差し入れてくれるよう
な関係をもたらすなど、「本当に農家のためにお役にたち
たいと云ふ心からの願ひ」（鈴木, 1986）が受け入れられ、
当初の目的以上の効果をあげていく。保姆と村の母親、
保姆と村の子ども、村の子どもと疎開児の子どもといった
個人と個人との関係性と、疎開保育園組織と平野村部落と
いう組織と組織との関係性が、複雑に交雑しながらも継続
していった疎開保育の運営実態が明らかとなった。
「支える会」の活動に派生して、座談会や講演会時の発言
などの場が生まれ、旧平野村住民による参加型の疎開保育
史の史資料の発掘が可能となった。こうした活動によっ
て、これまで語り継がれてこなかった疎開保育の歴史が、
地域の歴史として住民自身によって積極的に語られるよう
になった。これまで語られずにいた歴史を皆で語りあい、
事実を郷土の歴史として掘りおこそうとする、地域の人々
の歴史認識が変容する過程をみることができた。
結論
以上、「市民の会」の協力を得ることで達成された聞き
取り調査内容を①平野村の地域特性、②疎開選定経緯、
③食料供出、④農繁期託児所の四つの項目に分類した。
①および②からは、愛育会と地域社会との関係、③からは、
疎開保育における住職と檀家総代の果たした役割を捉える
新たな知見を得られた。④については、農繁期託児所の日
誌の記述から、「都会もの」と農民とに生じるカルチャー
ショックの実態が看取できた。
これら新知見を総括した結果、精神的には妙樂寺の住職
の浄念ならびに浄宝の兄弟が、物資面では檀家総代の石井
氏が村人を疎開保育園の維持を牽引する役割を果たしてい
たことが判明した。さらに、疎開保育の維持の実態として、
恩賜財団という威光を放つ財団に対する気遣いや遠慮、
反発が生じていたこと、協力的な推進者には村八分という
制裁が行われていた事実も明らかにされた。
一方で、愛育会側からの要求や申し出には個人レベルで
応じ、お互いを思いやる心で困難を克服する状況や、食料
難が悪化した中でも疎開児を支える供出は村人個人の負担
で継続されていたこと、終戦後、最後の一人の保育園児が
引き取られ疎開保育園解散の日となる11月22日まで、
園自体を排斥することなく支え続けていたことが明らかと
なった。
疎開受け入れ先からみた疎開保育とは、責任感と思いや
りによって支えられた疎開保育園であったにも関わらず、
組織レベル、個人レベルでの葛藤を当事者たちが抱え続けた
結果、地域の歴史として今日まで語られる歴史ではなかっ
た。村としては暗黙の秘匿事項であった疎開保育史も、この
度の聞き取り調査によってその実態が明らかとなり、農村と
都会の背景の異なる者同士の協働の歴史として新たな側面
から看ることが可能となった。
戦争が引き起こした疎開という歴史には、助ける者と、
助けられる者、よそ者と地元民、都会生活者と農村生活者
とにある異質性を、互いが個人レベルで容認し、尊重し、
受け入れる柔軟さを包括した対個人間の関係性に基づく
営みであった。戦時下の団体精神の中にあっても、互いを
一個人として敬った関係性は、過酷な状況の中でさえ異質
な者を受け入れる柔軟性や寛容さの意味を伝える。平和を
展望する今日において、平野村の証言は、重く強いものと
して受け止められよう。
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注
注1） 本稿では、保姆の表記は、『字訓』による「姆」自体
に教師の意味があるという字義に加え、松本園子の
戦後の保母とは異なる語用が必要との見解（松本園
子2003．『昭和戦中期の保育問題研究会－保育者と
研究者の共同の軌跡1936-43』新読書社，30-31.）を
支持し、文書中の表記を保姆に統一する。
注2） 同上，同ページ。
注3） 2019年11月16日電話インタビューより筆者採録。
横溝正子氏は当時の平野村小学校訓導であった父
小島浄宝の娘として、浄念亡き後の平野村へ度々父
に帯同して来村していたという。当時の平野村事
情に通じる貴重な人物として、宝念と浄念との関係
性や村人との交流経験や資料のご提供を受けた。
注4） 恩賜財団大日本母子愛育会（1944）『愛育会事業報
告』．恩賜財団母子愛育会子ども家庭福祉研究所
図書館所蔵．疎開保育関連予算として80,000円が
「諸経費」として計上されている。
注5） 2019年11月23日小島久昌氏、横溝正子氏より筆者
採録。
注6） 大日本愛国婦人会（1940）．愛国婦人会会報．兵隊さ
んへ送る女子団員座談会．座談会の項 .3には、
「出席の方々」として、「愛国婦人会連絡会東京部小
島浄念」と記載され、その発言が確認される。
注7） 2019年9月14日K氏より筆者採録。
注8） 2019年11月23日小島氏、横溝氏より筆者採録。
注9） 2019年6月29日 I氏より筆者採録。
注10） 2019年7月8日O氏より筆者採録。
注11） 2019年6月29日 I氏より筆者採録。
注12） 同上。
注13） O氏前掲。
注14） 以下、平野村農繁期託児所の記述については『平野
村農繁期託児所日誌』、「ほいく野古夢記33-36」を
参照した。
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The History of Children's Group Evacuation in Hiranomura Village: 
Focusing on the Interviews of the Hiranomura Village Pepole
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Abstract : This paper aims to clarify the practice of the young children's group evacuation in World War II in Hilanomula 
Village from the side of that acceptance with the interviews of the person involved in it. As a result of the examination, 
it became clear that a complex mental conflict had occurred between the parties over the establishment of the evacuation 
nursery school. It is such as the offering of food to it, the cultural gaps between the evacuated people and the villagers, and 
the conflict of the priest family over the using the temple which was offering to it. In the suppression of these confusions 
to the evacuated nursery school, the historical recognition of it had not been majored in Hilanomula village. Meanwhile, 
the village people's recognition of that have changed. The history of children's group evacuation has turned to be the local 
major history in the village. It is as a result of the combination of the generation changing and watching the movie with 
sharing the memories of the history through the interviewing opportunities. It also became clear that the mental damage of 
the war was deep as much as it could not be visualized.
（Reprint request should be sent to Futaba Nishiwaki）
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